
2017
No.15312月号

黄色に染まるイチョウの下で
　日本一の大イチョウライトアップ「ビッグ
イエロー」の点灯式が行われました。
　大イチョウの目の前をＪＲ五能線リゾート
しらかみが走ると、駆け付けた子どもたちが
大きな声を出しながら乗客に手を振り歓迎し
ていました。
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幹
回
り
22
ｍ
、
樹
高
31
．５
ｍ
、
樹
齢
１
，

０
０
０
年
を
超
え
る
北
金
ヶ
沢
の
大
イ
チ

ョ
ウ
。
垂
乳
根
の
イ
チ
ョ
ウ
と
も
呼
ば
れ

て
お
り
、
乳
房
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
る
気

根
に
触
れ
る
と
母
乳
の
出
が
良
く
な
る
と

言
い
伝
え
ら
れ
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
　

11
月
９
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
北
金
ヶ

沢
の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
９
日
18
時
か
ら
は
点
灯
式

が
行
わ
れ
、
修
道
小
学
校
の
児
童
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
点
灯
式
に
参
加
し
た
猿

川
楽
さ
ん
（
修
道
小
４
年
）
は
「
大
き
く

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
と
て
も
き
れ
い
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
６
，
３
０
０
人
も
の
人
々
を
魅
了
し

た
イ
チ
ョ
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

イチョウ　Photograph

２０１７
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11
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

文
化
祭
作
品
展
と
ふ
か
う
ら
芸
能
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
で
活
動
し
て
い
る
各
分
野

の
匠
た
ち
が
意
匠
を
凝
ら
し
た
作

品
・
芸
能
を
披
露
し
、
多
く
の
町
民

が
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

匠
の
技
に
見
て
触
れ
る

　
11
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、

深
浦
町
公
民
館
と
ふ
れ
あ
い
と
創
造

の
館
で
、
ま
た
、
11
月
11
日
か
ら
12

日
に
か
け
て
北
金
ヶ
沢
会
館
で
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
作
品
展
。
各
会
場
に

は
、
書
道
や
陶
芸
、
絵
画
や
写
真
な

ど
サ
ー
ク
ル
活
動
で
制
作
し
た
作
品

や
保
育
園
児
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い

作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
会
場
に
は
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
深
浦
地
区

で
は
凧
絵
教
室
と
陶
芸
の
製
作
体
験
、

岩
崎
地
区
で
の
お
茶
会
で
は
子
ど
も

た
ち
が
お
茶
を
点
て
来
場
者
を
お
も

て
な
し
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大

戸
瀬
会
場
で
は
押
し
花
体
験
や
木
育

広
場
が
あ
り
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
内
の
匠
の
芸
術
的
な
作
品
に
、

訪
れ
た
人
は
文
化
の
秋
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

深
浦
の
芸
能
人
に
酔
い
し
れ
る

　
11
月
18
日
、
秋
の
恒
例
行
事
と
な

っ
た
「
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
約
２
０
０
名
の
観
客
が
深
浦

の
芸
能
人
を
一
目
見
よ
う
と
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
12
回
目
と
な
る
芸
能
祭
に
は
13
の

団
体
が
出
演
。
詰
め
掛
け
た
観
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
日
頃
か
ら

練
習
を
積
ん
で
き
た
新
舞
踊
や
カ
ラ

オ
ケ
、
民
謡
な
ど
の
芸
能
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
会
場
は
拍
手
と
笑
い
が
沸
き
起
こ

り
、
演
者
た
ち
は
そ
の
雰
囲
気
に
乗

せ
ら
れ
躍
動
感
の
あ
る
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

岩
崎
会
場

深
浦
会
場

大
戸
瀬
会
場
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

11／
14

11／
１

11／
１

11／
２

11／
２

11／
14

まちか
ど

川村さん（右２）

　町内の畜産農家から預託を受け、追良瀬牧場で暮らしていた約５
０頭の繁殖牛や仔牛が、冬の到来を前に各農家へ引渡されました。
　春に放牧された牛たちは、広々とした草原を元気に走りまわるこ
とで、半年間のうちに大きく成長。牧場で新たに誕生した仔牛も順
調に生育しました。
　引渡作業は、朝早くから開始。農家のみなさんは、健康で元気に
育った牛たちに目を細め、次々と運搬トラックへ積み込み、各農家
の牛舎へ向かいました。

　自衛官募集相談員の委嘱状伝達式が町長室で行われ、川村勝さん
（岩崎上）に、菊池副町長、田中佳行青森地方協力本部長から委嘱
状が手渡されました。
　自衛官募集相談員は、防衛問題や自衛隊に関心を持ち、地域の事
情に精通している方に委嘱されており、任期は平成31年10月31日
までの２年間です。
　今後は、自衛官志願者への情報提供や募集広報に関する援助を行
うこととしています。

避難道を駆け上がる住民ら

　「津波防災の日」を前に、大間越地区において警察や消防、近隣
住民ら約60人が参加し津波避難訓練が行われました。
　午前11時、深浦沖約50kmでマグニチュード7.7、町全域で震度
６強の地震を観測、大間越地区では最大10ｍの津波が発生すると
想定。避難指示の放送が流れると、新しく作られた避難道を駆け上
がり高台へ避難しました。
　近くに住む笹森セイ子さんは「手すりがついていて歩きやすかっ
た。なにかあったときはとても役立つと思う」と話していました。

草地を走りまわり順調に成長

自衛官募集相談員へ委嘱状伝達

津波から身を守る

　心身の健康課題を自ら考える子どもを育成するとともに、家庭や

地域が一体となった学校保健の意識啓発につなげようと、第59回

西北五合同学校保健研究大会がいわさき小学校で開催されました。

　公開授業では、消防署や地域包括ケアセンターの職員を講師に招

き、生活習慣が関係する病気やストレスとの上手な付き合い方につ

いて学習していました。参観した西北五管内の教員や保護者は学校

保健の必要性について理解を深めていました。

土岐教頭

　岩崎中学校（工藤勝昭校長）は平成27年度から28年度まで健康

教育実践校に指定されており、その優れた研究活動が認められ県教

育委員会から表彰状が贈られました。

　受賞した岩崎中学校の土岐教頭は「今後も学校保健の普及に努め、

町や地域の方と協力しながら子どもたちの更なる健康増進を図って

いきたい」と話していました。

健康で活力ある子どもに

　４回に分けて開催された糖尿病予防・改善教室が最終回を迎え、
39名が受講しました。
　参加者は高精度体成分測定を行い、血糖値を下げる生活習慣の改
善プログラムを２か月間実践。今回、再測定を行い筋肉量や基礎代
謝量の増減を比較することが出来ました。
　参加者からは「体重が落ちた」「家の中でも出来る運動法を知っ
て、これまでのウォーキングは外で運動するものという認識を改め
させられた」「体重は変わらなかったが、筋肉量が増えた」「食生
活を見直したら冷え性の改善が見られた」など喜びの声があがって
いました。

自分のカラダがどんどん変わっていく！！

学校保健の普及に尽力

　平成29年度交通安全青森県民大会がリンクステーションホー
ル青森（青森市）で開催され、交通安全に努める団体や個人に表
彰状が送られました。
　町関係の表彰者は次のとおりです。
交通安全功労者　　　八木利彦（川原町）
優良事業所　　　　　（株）三浦建設（風合瀬）
優良安全運転管理者　野呂幸子（驫木）
永年安全運転管理者　棟方俊廣（大間越）
青森県交通安全母の会連合会長青森県警察本部長連名表彰　佐藤徳子（沢辺）

交通安全意識の向上を図る

賞状を受け取る佐藤さん

たけくま動物病院

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○ 休診

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
ブックオフ

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

幸楽苑
●

幸楽苑
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
ブックオフ

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾
■ペットホテル有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○
1:30
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。

◆診療時間が変更になる場合がありますので
　電話等で確認してください
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　４回に分けて開催された糖尿病予防・改善教室が最終回を迎え、
39名が受講しました。
　参加者は高精度体成分測定を行い、血糖値を下げる生活習慣の改
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狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。

◆診療時間が変更になる場合がありますので
　電話等で確認してください
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提言書を吉田町長に手渡す工藤清典委員長（左）

　このほど深浦町小規模葬儀のあり方検討委員会から、町長に対
して提言書が提出されました。
　同検討委員会は16人の委員で構成され、近年、小規模な葬儀
形式である家族葬等が増加傾向にあることや、親族等が遠方に居
住する独り暮らしの方が亡くなった場合の遺体安置場所の問題等
について、調査及び検討を重ねてきました。
　当町における現状と様々な問題について全４回にわたる協議で
は、課題解決に向けた施設の整備内容や経費負担及び維持管理等
について議論を重ね、この度の提言となりました。
　提言書を受け取った吉田町長は、提言書の内容を踏まえ新年度
に向けて検討していきたいと話していました。

　平成29年度豊かなむらづくり全国表彰事業東北ブロック表彰
式が仙台第２合同庁舎で行われ、東北農政局長賞を受賞した深浦
マグロ料理推進協議会西﨑朋会長に賞状が手渡されました。
　この表彰は、深浦マグロを観光資源と捉え開発した「深浦マグ
ロステーキ丼」を通して地域一体となった活動が評価され受賞と
なったものです。
　西﨑会長は「益々深浦マグロの知名度が上昇してきていると感
じる。これからも食による観光町づくりを推進していきたい」と
決意を新たにしていました。

深浦町小規模葬儀のあり方検討委員会　町長に提言書を提出

マグ協東北農政局長賞　受賞

山正經雄さん（前列左２）

　山正經雄さん（森山）が100歳の誕生日を迎え、町から顕彰状
と祝い金、花束が贈られました。
　山正さんは1917（大正６）年、旧岩崎村生まれ。1947年に妻サ
ドさんと結婚し子ども４人、孫８人、ひ孫６人に恵まれ、現在は、
サンタ園のショートステイを利用しながら夫婦で暮らしています。
よく歩くことが長寿の秘訣と話していました。
　贈呈式は同施設で行われ、施設のスタッフや仲間からの祝福に、
經雄さんは嬉しそうな表情を見せていました。

家族に囲まれ100歳を祝う

全勝優勝したＷＶＣ

工藤滉大さん

古川大夢さん

　町民相互の親睦と交流を目的として、10月19日から熱戦を繰
り広げてきたナイターバレーボール大会がこのほど終了し、「Ｗ
ＶＣ」が全勝優勝を果たしました。
　同大会には７チームが参加。今年もバレーボール愛好者たちが
集まり大会を盛り上げました。
　大会結果は次のとおり。

優　勝　　ＷＶＣ
準優勝　　アッキーズ
第３位　　りゅうちぇる工業

　８月５日から６日にかけて、マエダアリーナで開催された「第

23回全日本ユース（U-15）フットサル大会青森県大会」と、10

月７日から９日にかけて、弘前市岩木青少年スポーツセンターで

開催された「第13回青森県クラブユース（U-14）新人大会」で、

工藤滉大さん（深浦中3年）と古川大夢さん（大戸瀬中2年）が

所属するFCトゥリオーニU-１５（五所川原市）が優勝しました。

　工藤さんは大会で攻撃的なポジションでプレーし、自らの得点

とアシストで優勝に貢献。11月

18日に宮城県で開催された東北

大会３位入賞を果たしました。

　古川選手はクラブユース新人

大会で、準決勝と決勝ではフル

出場し、左の中盤のポジション

から攻撃の起点となり、相手の

リズムを崩すプレーを果敢に続

け優勝に貢献しました。

熱戦！！町民ナイターバレーボール大会

中学生がサッカーで大活躍

　深浦町民体育館において第42回深浦町民卓球大会が開催され
ました。
　大会には、青森市、むつ市、弘前市、五所川原市、また、秋田
県から約250名の選手が参加して熱戦が繰り広げられました。
　各種目の優勝者は次のとおり。

★　小学生の部
○ホープス男子　長谷川　李　博（Ｇ.Ｓ.Ｃ）
○ホープス女子　石　岡　保　光（五所川原ジュニア）
○カブ男子　　　相　原　陽　輝（ドラゴンＪｒ）
○カブ女子　　　船　水　美　亜（弘前ＰＰＫジュニア）
○バンビ男　　　工　藤　大　誠（朝陽桔梗野ＴＣ）
○バンビ女　　　秋　田　莉　奈（福村小学校）

★　一般の部
○団体戦　　　　弘前ＰＰＫジュニアＡ
○一般男子Ａ　　小山内　颯　汰（弘前ＰＰＫジュニア）
○一般女子　　　川　村　彩　子（白神ジュニア）
○一般男女Ｂ　　白　川　友　和（ハローワーク）

第42回深浦町民卓球大会
　　深浦中学校の70周年記念式典が同校体育館で行われ、生徒や

保護者、地域関係者約200名が、節目の70年を祝いました。

　式典では、斉藤徹伸実行委員長が「新しい時代に向けて発展し

ていくことを願っています」と挨拶しました。

　その後、歴代校長やＰＴＡ会長などへ感謝状が授与されました。

　深浦中学校は、これまでに8814名の卒業生を送り出しています。

創立70周年を迎える

西﨑会長（前列右３）

鍬入れを行う（株）奥村組後藤東北支店長

　県が主体となり整備を進めている、西海岸関地区広域営農団地農
道整備事業の西海広関第５号工事の安全祈願祭が行われ、出席者が
工事中の無事故を祈願しました。
　式典では県農林水産部油川潤一部長が「早期完成により、農林水
産物の流通の合理化に寄与するとともに災害発生時の避難路として
も活用していきたい」とあいさつしました。　
　この工事は施工延長576.8ｍのうちトンネル工463ｍが含まれて
おり、１年をかけて整備されます。

工事中の無事故を祈願
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　このほど深浦町小規模葬儀のあり方検討委員会から、町長に対
して提言書が提出されました。
　同検討委員会は16人の委員で構成され、近年、小規模な葬儀
形式である家族葬等が増加傾向にあることや、親族等が遠方に居
住する独り暮らしの方が亡くなった場合の遺体安置場所の問題等
について、調査及び検討を重ねてきました。
　当町における現状と様々な問題について全４回にわたる協議で
は、課題解決に向けた施設の整備内容や経費負担及び維持管理等
について議論を重ね、この度の提言となりました。
　提言書を受け取った吉田町長は、提言書の内容を踏まえ新年度
に向けて検討していきたいと話していました。

　平成29年度豊かなむらづくり全国表彰事業東北ブロック表彰
式が仙台第２合同庁舎で行われ、東北農政局長賞を受賞した深浦
マグロ料理推進協議会西﨑朋会長に賞状が手渡されました。
　この表彰は、深浦マグロを観光資源と捉え開発した「深浦マグ
ロステーキ丼」を通して地域一体となった活動が評価され受賞と
なったものです。
　西﨑会長は「益々深浦マグロの知名度が上昇してきていると感
じる。これからも食による観光町づくりを推進していきたい」と
決意を新たにしていました。

深浦町小規模葬儀のあり方検討委員会　町長に提言書を提出

マグ協東北農政局長賞　受賞

山正經雄さん（前列左２）

　山正經雄さん（森山）が100歳の誕生日を迎え、町から顕彰状
と祝い金、花束が贈られました。
　山正さんは1917（大正６）年、旧岩崎村生まれ。1947年に妻サ
ドさんと結婚し子ども４人、孫８人、ひ孫６人に恵まれ、現在は、
サンタ園のショートステイを利用しながら夫婦で暮らしています。
よく歩くことが長寿の秘訣と話していました。
　贈呈式は同施設で行われ、施設のスタッフや仲間からの祝福に、
經雄さんは嬉しそうな表情を見せていました。

家族に囲まれ100歳を祝う

全勝優勝したＷＶＣ

工藤滉大さん

古川大夢さん

　町民相互の親睦と交流を目的として、10月19日から熱戦を繰
り広げてきたナイターバレーボール大会がこのほど終了し、「Ｗ
ＶＣ」が全勝優勝を果たしました。
　同大会には７チームが参加。今年もバレーボール愛好者たちが
集まり大会を盛り上げました。
　大会結果は次のとおり。

優　勝　　ＷＶＣ
準優勝　　アッキーズ
第３位　　りゅうちぇる工業

　８月５日から６日にかけて、マエダアリーナで開催された「第

23回全日本ユース（U-15）フットサル大会青森県大会」と、10

月７日から９日にかけて、弘前市岩木青少年スポーツセンターで

開催された「第13回青森県クラブユース（U-14）新人大会」で、

工藤滉大さん（深浦中3年）と古川大夢さん（大戸瀬中2年）が

所属するFCトゥリオーニU-１５（五所川原市）が優勝しました。

　工藤さんは大会で攻撃的なポジションでプレーし、自らの得点

とアシストで優勝に貢献。11月

18日に宮城県で開催された東北

大会３位入賞を果たしました。

　古川選手はクラブユース新人

大会で、準決勝と決勝ではフル

出場し、左の中盤のポジション

から攻撃の起点となり、相手の

リズムを崩すプレーを果敢に続

け優勝に貢献しました。

熱戦！！町民ナイターバレーボール大会

中学生がサッカーで大活躍

　深浦町民体育館において第42回深浦町民卓球大会が開催され
ました。
　大会には、青森市、むつ市、弘前市、五所川原市、また、秋田
県から約250名の選手が参加して熱戦が繰り広げられました。
　各種目の優勝者は次のとおり。

★　小学生の部
○ホープス男子　長谷川　李　博（Ｇ.Ｓ.Ｃ）
○ホープス女子　石　岡　保　光（五所川原ジュニア）
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○一般女子　　　川　村　彩　子（白神ジュニア）
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　　深浦中学校の70周年記念式典が同校体育館で行われ、生徒や

保護者、地域関係者約200名が、節目の70年を祝いました。

　式典では、斉藤徹伸実行委員長が「新しい時代に向けて発展し

ていくことを願っています」と挨拶しました。

　その後、歴代校長やＰＴＡ会長などへ感謝状が授与されました。

　深浦中学校は、これまでに8814名の卒業生を送り出しています。

創立70周年を迎える

西﨑会長（前列右３）

鍬入れを行う（株）奥村組後藤東北支店長

　県が主体となり整備を進めている、西海岸関地区広域営農団地農
道整備事業の西海広関第５号工事の安全祈願祭が行われ、出席者が
工事中の無事故を祈願しました。
　式典では県農林水産部油川潤一部長が「早期完成により、農林水
産物の流通の合理化に寄与するとともに災害発生時の避難路として
も活用していきたい」とあいさつしました。　
　この工事は施工延長576.8ｍのうちトンネル工463ｍが含まれて
おり、１年をかけて整備されます。
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ふかうらのいいものふかうらのいいもの
今月号も特産品をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。

ゆうひくんが特産品の特徴を教えてくれます。

これが深浦のブランド特産品

【ギバサ醤油漬け（ワサビ味・唐辛子味）】～風合瀬漁業協同組合女性部加工部会（風合瀬）～【ギバサ醤油漬け（ワサビ味・唐辛子味）】～風合瀬漁業協同組合女性部加工部会（風合瀬）～

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
深浦町特産品振興会事務局（観光課商工振興係）0173－74－4412

販売者：風合瀬漁業協同組合女性部加工部会　風合瀬字上砂子川145-7　090-9744-2092　　
販売場所：いか焼き村、ウェスパ椿山（コロボックル）

　青森県深浦町産の粘りが強い海藻ギバサ（アカモク）を使用しています。浜のかっちゃ（お母さん）たちがたたき上げた
ギバサの粘りと食感、 味は最高です。

　
　こだわり！

　半日かけてひたすら包丁でギバサをたたき上げることで美味
しい粘りが生まれ、食感がよくなっています。
　味付きのため、このままご飯にかけるだけで美味しくお召し
上がりになれます。
　ワサビは深浦産天然山わさびを使用しています。

〇イカのお刺身に和えても美味しい！
〇一般販売方法は冷凍です。
〇ほかの食材とのあえ物に使うと粘りと食感が良いアクセント
になります。

【白神鮭めぐり（くんせい・とば）】～くんせい工房しまもと（深浦）～
　世界遺産白神山地を望む深浦町で獲れた鮭を、 保存料・着色料を使わず、 風味豊かなくんせい・とばに仕上げました。

　こだわり！

◎くんせいに使用するスモークチップも香りにこだわり、天然の山桜を使用
◎鮭の皮とあぶらみも落として製造しています。皮とあぶらみを落とすことでえぐ味がと
れ、 ヘルシーな仕上がりとなっています。

◎保存料、 着色料は使わず鮭とば本来の味をお楽しみいただけます。

　こんな食べ方もあります！

・白神鮭めぐり（くんせい・とば）を電子レンジで10秒温める
とまた違った味わいを楽しめます。香りも良くなります。

・白神鮭めぐり（くんせい・とば）をマヨネーズで和えて一
味唐辛子をかけると、濃厚な味わいになります。

販売者：くんせい工房しまもと　深浦字岡町33-2　0173-74-2447　　
販売場所：ウェスパ椿山（コロボックル）、不老ふ死温泉、アオーネ白神十二湖（森の物産館キョロロ、カワセミ）

　ワサビ味と唐辛子味の２種類♪
１パック　120ｇ　 ワサビ味　250円（税込）
１パック　120ｇ　 唐辛子味　200円（税込）

しら かみ さけ
こう ぼう

しょう ゆ づ あじ とう がら し あじ
か そ せ ぎょぎょうきょうどう くみ あい じょ せい ぶ か こう ぶ かい

　ここ10年の間に、大動脈弁狭窄症という心臓病
が増えてきました。手術した患者さんは平成14年
の１年間に１万人だったのですが、平成24年は２
倍の２万人になったそうです（日本胸部外科学会統
計）。大動脈弁狭窄症は、主に動脈硬化によって起
こることが多いため高齢者が増えたことが主な理由
です。高齢者の約4％が大動脈弁狭窄症に罹ってい
ると言われています。私のかかりつけ患者さんも
10年、15年と長いお付き合いをしているうちに以
前はなかった心雑音が聴こえるようになり心臓超音
波検査（エコー検査）をやってみたら大動脈弁狭窄
症になっていたという方が増えてきました。
　大動脈弁狭窄症という病気を知るためには、大動
脈弁を知っていただく必要があります。大動脈弁
は、心臓の左心室から大動脈に血液が流れていく出
口にあります（図１）。出口にあってドアのような
働きをしており開いたり、閉
まったりしています。大動脈
弁狭窄症になると、弁が硬く
なってドアがきちんと開かな
い状態になってしまうので
す。出口の面積が、正常では
３～４㎠であったものが、お

おむね１㎠になってしまうとかなり進行した大動脈
弁狭窄症と診断されます。
　大動脈弁狭窄症は症状が出現しづらいため医師も
患者も家族も気がつかないまま進行してしまう病気
です。また、いったん症状が出ると生命予後が急激
に悪くなってしまうため、適切な時期に診断してお
きたい病気なのです（図２）。なお、症状は、息切
れ、意識消失、動悸、胸痛です。
　とはいうものの、ほとんどの患者さんは軽症の大
動脈弁狭窄症です。５年以上も無症状のまま何事も
起こらず経過することは少なくないため、初めから
悲観的になることはありません。定期的に診察、検
査を受けて頂くことが大切です。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

高齢化社会に伴い　大動脈弁狭窄症　が増えてきました。

小笠原　幸　裕　先生
ファミリークリニック☆希望・院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

【白神鮭めぐり（くんせい・とば）】～くんせい工房しまもと（深浦）～

だい どう みゃく べん きょう さく しょう

（図１）

（図２）
1袋 55ｇ　500円（税込）1袋 55ｇ　500円（税込）
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大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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今月号も特産品をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
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〇イカのお刺身に和えても美味しい！
〇一般販売方法は冷凍です。
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深
校
だ
よ
り

《11月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

　
11
月
は
、
週
末
に
い
ろ
い
ろ
な
予

定
が
重
な
り
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
た
１

か
月
で
し
た
。

　
東
北
農
政
局
で
行
わ
れ
た
深
浦
マ

グ
ロ
料
理
推
進
協
議
会
の
表
彰
式
を

取
材
し
た
際
、
昼
食
を
終
え
タ
バ
コ

を
吸
い
た
い
な
と
思
い
喫
煙
所
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
と
、

「
喫
煙
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う

も
の
を
発
見
。
早
速
入
る
と
、
窓
際

に
カ
ウ
ン
タ
ー
席
や
ソ
フ
ァ
ー
席
な

ど
ま
る
で
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
空
間
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
落

ち
着
く
こ
と
が
で
き
ず
、
す
ぐ
に
出

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た

場
所
が
あ
る
こ
と
で
路
上
喫
煙
や
ポ

イ
捨
て
な
ど
が
減
少
す
る
の
か
な
と

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

広報広報ふかうらふかうら
編 集 部 の編 集 部 の
たまらないたまらない
ラ ン チラ ン チ

第28回

遠
隔
教
育
公
開
授
業

　

11
月
16
日
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
の
公

開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

を
何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
家
庭
科
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

住
生
活
に
関
す
る
授
業
で
、
地
震
に
強
い
建
物
の
特

徴
や
住
居
の
構
造
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
紙
で
作

っ
た
家
を
揺
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
が
地
震
に
弱

く
、
ど
う
す
れ
ば
地
震
に
強
い
構
造
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
中
心
校
の

鈴
木
先
生
が
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
授
業
を
進
め
ま
し
た
。
生
徒
の
細
か

な
活
動
ぶ
り
が
画
面
を
通
し
て
で
は
見
づ
ら
い
な
ど
、

授
業
を
通
し
て
見
え
た
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
後
に
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
来
校
い
た
だ
い
た

慶
應
義
塾
大
学
の
梅
嶋
先
生
や
長
崎
県
教
育
庁
の
馬
木

先
生
の
意
見
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
崎
県

で
は
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
に
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
て
お

り
、
画
質
が
悪
く
、
映
像
や
音
声
が
途
切
れ
る
な
ど
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
部
分
が
あ
る
が
、
外
部
と
ど
こ
か
ら

で
も
す
ぐ
に
つ
な
が
り
、
安
価
で
導
入
し
や
す
い
利
点

が
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

導
入
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
遠
隔
教
育
で
す
が
、
今

後
も
研
究
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

進
路
探
究
講
座
実
施

　

11
月
１
日
に
、
１
・
２
年
次
生
を
対
象
に
、
今
後
の

進
路
選
択
に
向
け
た
進
路
探
究
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
全
員
が
演
劇
型
の
講
演
を
鑑
賞
し
、
進
路
選
択

で
注
意
す
る
こ
と
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

講
演
は
、
演
者
が

高
校
生
に
な
り
き

り
会
話
形
式
で
行

わ
れ
、
自
分
の
適

性
を
あ
る
程
度
確

認
す
る
必
要
は
あ

る
が
、
向
い
て
い

る
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
よ
り
選
ん
だ
仕
事
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、
進
路
を
決
定
す
る
上
で
重
要
な

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
か
ら
６
名
の
講
師

が
集
ま
り
、
生
徒
自
身
興
味
が
あ
る
分
野
に
分
か
れ
模
擬

授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
手
塚
治
虫
の
漫
画
か
ら
文
学
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
絵
を
描
き
な
が
ら
保
育
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

自
分
の
将
来
を
考
え
る
と
て
も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

円
覚
寺
古
典
籍
保
存
調
査

プロ
ジェク
ト
参
加

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
深
浦
は
か
つ
て
北
前
船
で
栄
え
た

町
で
、
８
０
７
年
に
建
立
さ
れ
た
円
覚
寺
に
は
貴
重
な
古

書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
書
物
の
保
存
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
弘
前
大
学
の
渡
辺
教
授
主
導
で
行
わ

れ
、
本
校
生
徒
３
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
授
業
で
有
名
な
作
品
を
読
む

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
物
の
古

書
を
見
て
内
容
を
確
認
す
る
と

い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
名

の
生
徒
た
ち
は
す
べ
て
が
初
め

て
の
体
験
で
様
々
な
発
見
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
書

に
は
、
英
語
の
学
習
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

発
音
表
記
が
今
と
は
違
っ
て
い
る
な
ど
、
現
代
の
よ
う
に

簡
単
に
発
音
が
確
認
で
き
な
い
頃
の
学
習
風
景
を
垣
間
見

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
調
査
を
継
続
し
、
目
録
の
作
成
を
行
う
と
の
こ

と
で
す
。
町
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
保
存
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【　
・
１
月
の
行
事
予
定
】
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月
20
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ツ
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会
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３
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鎖
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９
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〜
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キ
ャ
リ
ア
形
成
講
座

（
２
年
次
）

　
　
11
日
㈭　
　
３
学
期
始
業
式

お
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め
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渇
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ど
の
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か
ら
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紅
葉
濃
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井
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会
釈
す
る
た
れ
も
が
優
し
紅
葉
狩
　
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
小
　
亀

虫
の
音
も
入
れ
て
園
児
の
ク
レ
ヨ
ン
画
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
り
　
き

ク
レ
ヨ
ン
の
絵
よ
り
は
み
出
る
秋
の
山
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
豊

ク
レ
ヨ
ン
の
全
て
を
使
ふ
紅
葉
山
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
郷
太
郎

穭
田
や
い
っ
き
に
落
ち
し
第
二
章
　
　
　
　
　
　
　
か
め
い
　
　
　
百

亡
き
父
の
墓
に
飾
り
し
枝
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
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美
子

穭
田
の
果
て
に
ど
す
ん
と
岩
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去
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に
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ー
シ
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が
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ン
グ
さ
れ
て
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厚
な
ご

飯
で
お
い
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か
っ
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。

　
リ
ピ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
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が
俺
の

た
ま
ラ
ン
チ
！

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い
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て
い
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好
き
な
ラ
ン
チ
を

た
だ
た
だ
紹
介
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コ
ー
ナ
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で
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仙
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葉
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り
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ー
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，４
８
０
円
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台
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。
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。
こ
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チ
ャ
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の
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だ
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の
で
と
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も
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で
す
。

一
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と
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深
校
だ
よ
り

《11月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.89㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

　

２
０
１
７
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か

月
を
切
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
の
２
０
１
７
年
を
一
言
で
表
す
と

「
厄
」
。
年
始
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
始
ま
り
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
り

携
帯
が
割
れ
た
り
と
後
厄
の
恐
ろ
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
厄
払
い
し
て

も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
結

局
行
け
ず
１
２
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
は
い
い
こ
と
が
無
く

て
も
い
い
の
で
、
平
々
凡
々
に
安
全

第
一
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

広報広報ふかうらふかうら
編 集 部 の編 集 部 の
たまらないたまらない
ラ ン チラ ン チ

第28回

遠
隔
教
育
公
開
授
業

　

11
月
16
日
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
の
公

開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

を
何
度
か
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
家
庭
科
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　

住
生
活
に
関
す
る
授
業
で
、
地
震
に
強
い
建
物
の
特

徴
や
住
居
の
構
造
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
紙
で
作

っ
た
家
を
揺
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
が
地
震
に
弱

く
、
ど
う
す
れ
ば
地
震
に
強
い
構
造
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
中
心
校
の

鈴
木
先
生
が
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
授
業
を
進
め
ま
し
た
。
生
徒
の
細
か

な
活
動
ぶ
り
が
画
面
を
通
し
て
で
は
見
づ
ら
い
な
ど
、

授
業
を
通
し
て
見
え
た
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
後
に
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
来
校
い
た
だ
い
た

慶
應
義
塾
大
学
の
梅
嶋
先
生
や
長
崎
県
教
育
庁
の
馬
木

先
生
の
意
見
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
崎
県

で
は
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
に
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
て
お

り
、
画
質
が
悪
く
、
映
像
や
音
声
が
途
切
れ
る
な
ど
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
部
分
が
あ
る
が
、
外
部
と
ど
こ
か
ら

で
も
す
ぐ
に
つ
な
が
り
、
安
価
で
導
入
し
や
す
い
利
点

が
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

導
入
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
遠
隔
教
育
で
す
が
、
今

後
も
研
究
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

進
路
探
究
講
座
実
施

　

11
月
１
日
に
、
１
・
２
年
次
生
を
対
象
に
、
今
後
の

進
路
選
択
に
向
け
た
進
路
探
究
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
全
員
が
演
劇
型
の
講
演
を
鑑
賞
し
、
進
路
選
択

で
注
意
す
る
こ
と
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

講
演
は
、
演
者
が

高
校
生
に
な
り
き

り
会
話
形
式
で
行

わ
れ
、
自
分
の
適

性
を
あ
る
程
度
確

認
す
る
必
要
は
あ

る
が
、
向
い
て
い

る
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
よ
り
選
ん
だ
仕
事
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、
進
路
を
決
定
す
る
上
で
重
要
な

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
か
ら
６
名
の
講
師

が
集
ま
り
、
生
徒
自
身
興
味
が
あ
る
分
野
に
分
か
れ
模
擬

授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
手
塚
治
虫
の
漫
画
か
ら
文
学
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
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描
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な
が
ら
保
育
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

自
分
の
将
来
を
考
え
る
と
て
も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

円
覚
寺
古
典
籍
保
存
調
査

プロ
ジェク
ト
参
加

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
深
浦
は
か
つ
て
北
前
船
で
栄
え
た

町
で
、
８
０
７
年
に
建
立
さ
れ
た
円
覚
寺
に
は
貴
重
な
古

書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
書
物
の
保
存
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
弘
前
大
学
の
渡
辺
教
授
主
導
で
行
わ

れ
、
本
校
生
徒
３
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
授
業
で
有
名
な
作
品
を
読
む

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
物
の
古

書
を
見
て
内
容
を
確
認
す
る
と

い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
名

の
生
徒
た
ち
は
す
べ
て
が
初
め

て
の
体
験
で
様
々
な
発
見
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
書

に
は
、
英
語
の
学
習
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

発
音
表
記
が
今
と
は
違
っ
て
い
る
な
ど
、
現
代
の
よ
う
に

簡
単
に
発
音
が
確
認
で
き
な
い
頃
の
学
習
風
景
を
垣
間
見

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
調
査
を
継
続
し
、
目
録
の
作
成
を
行
う
と
の
こ

と
で
す
。
町
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
保
存
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【　
・
１
月
の
行
事
予
定
】

12
月
20
日
㈬　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
21
日
㈭　
　

２
学
期
終
業
式

　
　
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬　
　
学
校
閉
鎖

１
月
９
日
㈫
〜
10
日
㈬　
　
キ
ャ
リ
ア
形
成
講
座

（
２
年
次
）

　
　
11
日
㈭　
　
３
学
期
始
業
式

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

斉　
藤　
辰　
義
（
72
歳
）
横　
　
磯

小　
沢　
敦　
盛
（
90
歳
）
横　
　
磯

熊　
谷　
き　
さ
（
98
歳
）
横　
　
磯

坂　
本　
て
つ
子
（
82
歳
）
３　
　
区 

葛　
西　
賢　
一
（
80
歳
）
６　
　
区

松　
沢　
榮　
吉
（
97
歳
）
12　
　
区

工　
藤　
幸　
治
（
76
歳
）
広　
　
戸

工　
藤　
れ
い
子
（
71
歳
）
塩
見
崎

阪　
﨑　
勝　
治
（
85
歳
）
風
合
瀬 

山　
下　
勝　
則
（
78
歳
）
田
野
沢

岩　
谷　
　
寛　
（
90
歳
）
柳　
　
田

笹　
森　
は　
江
（
104
歳
）
岩
崎
中

増　
冨　
竹　
彦
（
86
歳
）
岩
崎
上 

 

青　
山　
和　
男
（
88
歳
）
岩
崎
上

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

山　

本　

寛　

治　

真　

之　

風
合
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　

由　

貴

大　

川　

時　

生　

一　

幸　

北
金
２
区

　
　
　
　
　
　
　
　

浩　

世

藤　

田　

泰　

史　

宗　

希　

柳　

田

　
　
　
　
　
　
　
　

美　

鈴

（

）

（

）

（

）

12

渇
の
宿
の
ど
の
室
か
ら
も
紅
葉
濃
し
　
　
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭

会
釈
す
る
た
れ
も
が
優
し
紅
葉
狩
　
　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
小
　
亀

虫
の
音
も
入
れ
て
園
児
の
ク
レ
ヨ
ン
画
　
　
　
　
　
坂
　
本
　
り
　
き

ク
レ
ヨ
ン
の
絵
よ
り
は
み
出
る
秋
の
山
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
豊

ク
レ
ヨ
ン
の
全
て
を
使
ふ
紅
葉
山
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
郷
太
郎

穭
田
や
い
っ
き
に
落
ち
し
第
二
章
　
　
　
　
　
　
　
か
め
い
　
　
　
百

亡
き
父
の
墓
に
飾
り
し
枝
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
浦
　
恵
美
子

穭
田
の
果
て
に
ど
す
ん
と
岩
木
山
　
　
　
　
　
　
　
石
　
田
　
か
つ
ら

穭
田
の
き
は
ま
で
蒼
き
日
本
海
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

去
り
し
日
や
開
墾
畑
の
草
も
み
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
吟
　
竜

の
上
に
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
卵
黄
が
ト

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
と
て
も
濃
厚
な
ご

飯
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
リ
ピ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
が
俺
の

た
ま
ラ
ン
チ
！

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部
が
い

つ
も
食
べ
て
い
る
好
き
な
ラ
ン
チ
を

た
だ
た
だ
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

宮
城
県
仙
台
市

お
っ
ぺ
し
ゃ
ん
青
葉
通
り
店

『
お
っ
ぺ
し
ゃ
ん
チ
ャ
ー
　

　
シ
ュ
ー
メ
ン
、お
っ
ぺ
飯
』

１
，４
８
０
円

　
先
日
、
保
育
所
か
ら
同
級
生
の
結

婚
式
に
招
待
さ
れ
て
宮
城
県
仙
台
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
３
日
間
滞
在
し
て
、

初
日
に
牛
タ
ン
を
食
べ
た
の
で
ラ
ー

メ
ン
食
べ
た
い
な
ぁ
と
思
い
こ
の
お

店
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
以
前
先
輩
が
こ
こ
の
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
が
絶
品
と
言
っ
て
い
た
の
で
、

「
お
っ
ぺ
し
ゃ
ん
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ

ン
」
と
「
お
っ
ぺ
飯
」
を
注
文
。
豚

骨
ス
ー
プ
に
黒
マ
ー
油
、
味
玉
、
の

り
、
ネ
ギ
、
そ
し
て
、
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
が
た
っ
ぷ
り
と
乗
っ
か
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
豚

の
バ
ラ
先
と
い
う
部
位
を
柔
ら
か
く

煮
込
ん
だ
も
の
で
と
て
も
絶
品
で
す
。

一
緒
に
注
文
し
た
お
っ
ぺ
飯
は
ご
飯

か
ん

じ

と
き

お

た
い

し
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（左から）

　ほりうち　み れ いさん（６さい）
　ふ く だ　り　　んくん（６さい）
　いがらし　そ　　らくん（６さい）

銀杏保育園のなかよしたち

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

12月号
No.153

「サンタさんくるの楽しみだな」

＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

　
　
　
　
　
　（
11
月
20
日
ま
で
入
金
分
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附

を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
東
京
都
八
王
子
市 

三
好
　
章
元
　様

〇
愛
知
県
豊
田
市 

吉
田
　
博
樹
　様

〇
東
京
都
あ
き
る
野
市 

黄
金
﨑
光
男
　様

〇
東
京
都
新
宿
区 

野
坂
　
和
夫
　様

〇
大
阪
府
高
槻
市 

西
川
　
健
一
　様

〇
東
京
都
新
宿
区 

吉
水
　
堅
治
　様

〇
大
阪
府
堺
市 

中
島
　
孝
雄
　様

〇
東
京
都
府
中
市 

津
軽
の
銅
像
　様

〇
埼
玉
県
川
口
市 

世
永
　
　
修
　様

〇
千
葉
県
柏
市 

望
月
　
元
善
　様

〇
千
葉
県
柏
市 

望
月
登
茂
子
　様

〇
青
森
県
青
森
市 

石
木
　
基
夫
　様

〇
東
京
都
世
田
谷
区 

相
良
　
浩
三
　様

〇
千
葉
県
船
橋
市 

安
藤
　
　
肇
　様

〇
東
京
都
渋
谷
区 

遠
藤
　
和
子
　様

〇
東
京
都
町
田
市 

小
島
　
　
公
　様

〇
福
岡
県
飯
塚
市 

ミ
　
　
　
ケ
　様

〇
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

北
川
雄
基
郎
　様

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こんなに

元気です！

（　　　）
大川　謙昭ちゃん
　父　昭　裕さん　　　　　
　母　　雅　さん　北金２区

けんしょう

（　　　）
黄金崎空彩ちゃん
　父　海　里さん　　　　
　母　美　鈴さん　舮　作

す い

（　　　）
山形　健人ちゃん
　父　泰　一さん　　　　
　母　麻美佳さん　７　区

けん と

★このコーナーでは、１歳を迎えた
　チビッコ達をご紹介します★
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